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わが背丈以上 

―学習支援センターの意義― 

 
学習支援センター長 芳賀 満 

 
 

わが背丈
せたけ

以上は空や初雲雀
はつひばり

 

中村草田男 
 
「初雲雀」が季語で春の句である。自分の背丈より上は空だ、そのことを見つけて嬉しく、そう

言い切る気持ちよさ。その自分の先の空高くに、勢いよく舞い揚がってゆく今年初めての春の雲雀

は、その晴れやかな心そのものか。 
「身の丈」と言うと縮こまり詰まる思いがするが、この単純な「背丈」という平明な言葉には逆

に上昇感がある。その「背丈」にさらに「わが」と付く。句のこの初語では、いったんはこの句の対

象が「わが」ことのみに限定されるのかと感じる。しかし「以上」と続き、たちまちにその逆である

ことがわかる。つまり普通、「空」は手の届かない遙かに上の天空空間のみを指すが、ここでは野原

に立った自分の「わが背丈」の先端を含んでそこから既に「空」が始まり、そのまま頭上はるかに高

く伸び広がる。高い声で囀りながらその空に飛び揚がる初雲雀を仰け反って見遣るとき、自分の背

筋が上に伸びる気持ち良さ、心身の開放感。だから「空」も、「くう」などと辛気くさく読まずに「そ

ら」と普通に読み、だから春の野原の草の匂いまでしてくる。地球の丸みも感じるほどの広い野原

である。 
同じ春の空に揚がる雲雀としては、「うらうらに照れる春日にひばりあがり心かなしもひとりし

思へば」（大伴家持『万葉集』）が有名であるが、この俯いた独居沈思のメランコリーを意識した上でおそ

らく敢えて逆に、草田男の俳句は真っ直ぐな春の生命讃歌である。「わが背丈」、「以上」、「空」、「初」、

「雲雀」、この句を構成する全ての言葉においてベクトルが上を指向している。 
学習支援センターで勉学に励む学生たちをみると、いつもこの句を思い出す。学習支援センタ

ーというこの春の野原から共に空に羽ばたいて欲しい。そのための活動の今年度の報告書である。

ご一読いただければ幸いである。 
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◆◆2021 年度事業内容・成果 
 

 
 
１．スチューデント・ラーニング・アドバイザー（SLA）制度の運用を基盤とした学習支援の開発 
 ・実施 

SLA Student Learning Adviser）とは本学学生による学生のための学習支援スタッフである。学部生の授業時間

外の教科学修や英語学習，留学生の日本語学習，及び学際的なテーマに関する協同学習実践への支援を行っている。

2021 年度の SLA 数は，前期 47 名，後期は 44 名であった。うち当該年度中に新規採用した SLA は計 18 名である。 
この SLA による学習支援は，①理系科目の学習支援，②ライティング支援，③英会話，④日本語会話学習支援，

⑤学習イベント企画，⑥学習情報発信・広報活動という 6 つに大きく分けられる。2020 年度以降は，新型コロナウ

ィルス感染拡大により，Web 会議システムと Google Workspace for Education を活用しながら，感染拡大収束期に

対面も併用する形で，SLA サポート窓口支援の活動を行った。昨年度以降，多くの相談がオンラインで実施され，

かつ事前予約制となった点は 2019 年度以前と異なるが，当該年度はオンラインによる支援にも慣れ，様々な工夫を

凝らしながら体制整備を進めることができた。 
結果，2021 年度の全体の利用者数は延べ 1,670 名，1 活動日あたりの利用者数は 12.8 名であった。 
①①理理系系科科目目支支援援  
 2021 年度は，昨年度と比較すると利用者数が増加し，特に数学の相談対応件数が多かった。理系科目全体では，

2021 年度の利用者数が延べ 508 名，実数では 194 名であった。昨年度比での傾向としては，相談内容の幅が広く

なった。当該科目の学修の初歩でつまずいている学生から発展的な内容の学修を自発的に進めている学生の相談

まで，多様な内容での相談があった。個別相談以外にも，積極的な情報発信を行った。物理担当 SLA により，実

験レポートの書き方を学ぶワークショップを開発・実施した。実施後には Google classroom を活用し，その内容

をオンデマンド教材（全 3 回）として学生に公開した。 
②②ラライイテティィンンググ支支援援  

年間を通してオンライン支援のみで活動した。ライティング支援の 2021 年度の窓口利用者は，延べ 182 名，実

数で 99 名であった。前期は国内学生（主に学部 1 年生）の利用が多く，後期は留学生による日本語チェックを中

心とした利用が多数を占めた。留学生利用者数は延べ 73 名だった。昨年度と比べると，国内学生（学部 1～2 年

生）の利用が大きく増加した。 
例年実施してきたセミナー「レポート指南書入門ゼミ」については，セミナーとしては実施せず，専用の Google 

classroom を作成し，classroom のクラスコードを学生に周知する形で，オンデマンド教材（全 5 回）として学生

に公開した。前期中，当該 classroom には約 340 名の登録があった。 
③③英英会会話話  

SLA サポート窓口をオンライン化したことにより，2019 年度以前は「英会話カフェ」を中心とした活動だった

が，2020 年度以降は「１on１」（個別対応）を中心としつつ，不定期に交流イベントを実施する形での活動とな

った。2021 年度の英会話支援の利用者数は延べ 503 名，実数 129 名だった。延べ数では昨年度より増加し，実数

では昨年度と同数となった。オンライン化以降，高年次学生や大学院生（留学生含む）等，川内キャンパス以外に

通う学生の利用が増加した。相談内容の傾向としては，TOEFL や英検などの試験対策の相談が増加した。 
④④日日本本語語会会話話（（留留学学生生対対象象））  
 年間を通してオンライン支援のみで活動した。2020 年度の日本語支援の利用者数は延べ 228 名，実数 75 名だ

った。利用者数でみると昨年度比で減少しているが，担当 SLA の減員により予約枠が 3 割ほど減ったためであり，

予約枠は常時埋まっているような状況だった。利用者としては中国の留学生を中心としつつも，多様な地域・国の

留学生の利用があった。所属学部・研究科や学年は多様で，多くが複数回利用となっている。海外からの利用（コ

ロナウィルス感染拡大防止措置により未だ日本に入国できない留学生等）も相当数あった。留学生と国内学生の

交流促進を目的とした「SLA 文化カフェ」（90 分）や，日本語に関する知識のインプットを支援するための「日

本語ミニワークショップ」（30 分）も複数回開催した。 
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⑤⑤学学習習イイベベンントト企企画画  

2021 年度は，哲学カフェ「かんがえるソファ」（哲学カフェ）開催を中心として活動を行った（平日の 5 限の時

間帯を中心に各回 90 分で実施）。当該年度は，時事的なテーマを取り上げて参加者間で対話を行う「かんがえる

ソファ＋（プラス）」や，対話ではなく討議やディベートを行うことを目的とした「かんがえるソファ D」という，

新しいタイプのワークショップも開発・実施した。 
⑥⑥学学習習情情報報のの発発信信おおよよびび広広報報活活動動 

 2022 年度の学部新入生に配布予定の『SLA SUPPORT GUIDE BOOK 2021』を作成した。この冊子では，

学習支援センターの利用案内や，大学で学ぶ上で役立つヒント等を紹介している。また，昨年度に新規作成し

た，留学生向けの『SLA SUPPORT GUIDE BOOK 2021 for international students』の改訂を行い，内容を充

実させることができた。 
２．学習支援の組織開発および支援者育成システムの開発・実践 

2021 年度は，前年度に引き続き， SLA 研修の大半をオンラインで実施した。全ての SLA を対象として，各セメ

スターの始期に活動説明会，終期に全体リフレクション会や活動報告会を開催した。これらの活動により期間を通し

た SLA サポート活動の目標の共有と，その目標に対する成果・課題のふりかえりを行った。セメスター中には SLA
の担当分野別に「部会」（担当別研修会）を実施し，担当科目等に関する学習支援の課題の共有と対応の検討等を行

った。その他にも，セメスター末には全 SLA に対してアンケートやヒアリングを実施した。そのデータや日頃の教

職員による観察から得た情報に基づいて課題を抽出し，個別課題に応じた育成方針をセンター教職員で検討し，全体

課題の精査を行った。理系科目担当 SLA には，2 月 21 日に北海道大学と，学習支援に従事する学生スタッフの合同

研修をオンラインで実施した（詳細は後述）。 
2021 年度中は，外部の講師を招聘しての研修会やセミナーは開催しなかった。ただ，昨年度に実施した SLA 研修

「留学生が間違えやすい日本語と学習支援」（講師：関西国際大学の伊藤創先生、ご専門は日本語教育・言語学）の

収録講義内容を SLA のためのオンデマンド教材として活用することができ，大変有意義であった。 
３．情報還元による正課カリキュラムの改善・充実への貢献 
半期ごとに，学務審議会においてセンターの利用状況・活動報告を行った。また，正課カリキュラムと学習支援セ

ンターでの活動を有機的に連携させるため，TGL プログラム「グローバルゼミ」に対して，レポートの書き方につ

いての出前授業 1 コマ（90 分）を実施した（センター教員が担当，前期 4 クラス，後期 2 クラス）。今年度は，昨

年度に作成していたライティングに関するオンデマンド教材を改訂し，内容をより一層充実させることができた。

その他，化学については，SLA 窓口の利用実態（相談内容や件数等）について，個人情報に配慮したうえで，科目

委員会にフィードバックした。 
４．正課カリキュラム外における学生の自主的な学習支援の支援・促進 

学生の学習意欲の向上や教養への興味喚起，正課カリキュラム外での学習活動推進を図るため，SLA による学習

支援活動を中心に様々な学習企画や学習支援活動を実施した。今年度も，昨年度から引き続き，ほとんどがオンラ

インでの実施となった。哲学カフェ「かんがえるソファ」は，平日（曜日は不定）の 5 限の時間帯を中心に，各回

90 分，オンライン（Zoom 利用）にて定期開催した。2021 年度は特に「多様な人同士がつながる場をつくり，ラ

ーニングコミュニティの形成を戦略的に促進」することをセンターの重点目標に掲げていたため，留学生のための

新規企画として，国内学生との交流を促進するための「SLA 文化カフェ」を開発・実施した。 
５．学内外における学習支援ネットワークの構築 
 留学生等への学習支援に関する情報交換や広報等において，グローバルラーニングセンターとの効果的な連携を

継続できた。学外との学習支援ネットワークとしては，昨年度に引き続き，2 月に北海道大学との合同研修を実施

した。今年度はオンライン実施とし， SLA4 名，北海道大学 TA3 名が参加した。理系科目支援に関する SLA と北

海道大学 TA との情報共有や意見交換および交流を図った。 

◆2021年度事業内容・成果

4



4 
 

◆◆2021 年度事業内容・成果 
 

 
 
１．スチューデント・ラーニング・アドバイザー（SLA）制度の運用を基盤とした学習支援の開発 
 ・実施 

SLA Student Learning Adviser）とは本学学生による学生のための学習支援スタッフである。学部生の授業時間

外の教科学修や英語学習，留学生の日本語学習，及び学際的なテーマに関する協同学習実践への支援を行っている。

2021 年度の SLA 数は，前期 47 名，後期は 44 名であった。うち当該年度中に新規採用した SLA は計 18 名である。 
この SLA による学習支援は，①理系科目の学習支援，②ライティング支援，③英会話，④日本語会話学習支援，

⑤学習イベント企画，⑥学習情報発信・広報活動という 6 つに大きく分けられる。2020 年度以降は，新型コロナウ

ィルス感染拡大により，Web 会議システムと Google Workspace for Education を活用しながら，感染拡大収束期に

対面も併用する形で，SLA サポート窓口支援の活動を行った。昨年度以降，多くの相談がオンラインで実施され，

かつ事前予約制となった点は 2019 年度以前と異なるが，当該年度はオンラインによる支援にも慣れ，様々な工夫を

凝らしながら体制整備を進めることができた。 
結果，2021 年度の全体の利用者数は延べ 1,670 名，1 活動日あたりの利用者数は 12.8 名であった。 
①①理理系系科科目目支支援援  
 2021 年度は，昨年度と比較すると利用者数が増加し，特に数学の相談対応件数が多かった。理系科目全体では，

2021 年度の利用者数が延べ 508 名，実数では 194 名であった。昨年度比での傾向としては，相談内容の幅が広く

なった。当該科目の学修の初歩でつまずいている学生から発展的な内容の学修を自発的に進めている学生の相談

まで，多様な内容での相談があった。個別相談以外にも，積極的な情報発信を行った。物理担当 SLA により，実

験レポートの書き方を学ぶワークショップを開発・実施した。実施後には Google classroom を活用し，その内容

をオンデマンド教材（全 3 回）として学生に公開した。 
②②ラライイテティィンンググ支支援援  

年間を通してオンライン支援のみで活動した。ライティング支援の 2021 年度の窓口利用者は，延べ 182 名，実

数で 99 名であった。前期は国内学生（主に学部 1 年生）の利用が多く，後期は留学生による日本語チェックを中

心とした利用が多数を占めた。留学生利用者数は延べ 73 名だった。昨年度と比べると，国内学生（学部 1～2 年

生）の利用が大きく増加した。 
例年実施してきたセミナー「レポート指南書入門ゼミ」については，セミナーとしては実施せず，専用の Google 

classroom を作成し，classroom のクラスコードを学生に周知する形で，オンデマンド教材（全 5 回）として学生
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本語ミニワークショップ」（30 分）も複数回開催した。 
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⑤⑤学学習習イイベベンントト企企画画  
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１． センター概要 
 
 

 
学習支援センターは，2014 年度の高度教養教育・学生支援機構の発足に伴い設立された業務センター

の一つである。その前身となったのは，高等教育開発推進センターにおける「SLA サポート室」の活動

（2013 年度）であり，さらにはそれ以前の「全学教育学習支援プロジェクト―SLA（Student Learning 
Adviser）制度の実践―」（総長室付け，2010 年度～2012 年度）の活動が土台となっている。 

2019 年度 6 月，「学習支援センター運営要領」を一部改訂した。 
 

（（１１））理理念念・・使使命命 
学習支援センターの使命には，次の 3 点を掲げている。 
 

(1) 学生の主体的・自律的な学習を実践的に支援・促進し，研究大学で学ぶ学生が習得すべきコ

ンピテンシーを育成する。 
(2) 初年次教育や学習支援に関する国内外の動向を調査研究し，大学における学習支援の質的向

上に寄与する。 
(3) 教職員・学生の間に「学び合い」文化を醸成し，学習共同体（ラーニング・コミュニティ）

の形成に寄与する。 
 

学習支援センターの支援対象は主に学部生を対象とした全学教育（教養教育）である。特に 1・2 年

次学生にとっては，高校教育から大学教育への移行において「学びの転換」が課題となっており，その

転換を実践的に支援・促進するのが本センターの重要な役割の 1 つである。 
本センターの学習支援の特徴は，学習支援活動の主な担い手が「SLA（Student Learning Adviser）」と

呼ばれる学生スタッフであることにある。「学生による学生のための学習支援」の在り方を模索し，開

発していくことも本センターの使命の一つである。 
 
（（２２））事事業業 
学習支援センターが行う事業は，次の 4 点である。 
 

(1) スチューデント・ラーニング・アドバイザー（SLA, Student Learning Adviser）制度の運用を基

盤とした学習支援の開発・実施 
(2) 正課カリキュラムの改善・充実への貢献および全学教育に対する教育開発支援 
(3) 正課カリキュラム外における学生の自主的な学習の支援・促進 
(4) 学内外における学習支援ネットワークの構築 

 
本センターでは，高大接続の円滑化と大学教育での「学びの転換」，そして「単位制度の実質化」に

対応するため，大学初期段階での学びのスタートアップ支援を行う。研究大学における学習支援として

は「リメディアル教育」に資する支援を行うと同時に，学生が学修を深化させ，あるいはより幅広い学

習へと拡張していくための「レベルアップ」のための支援を開発・実施していく。 
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（（３３））セセンンタターーススタタッッフフ構構成成（（2021 年年度度）） 
センター長 芳賀 満 高度教養教育・学生支援機構 教授，考古学 

副センター長 佐藤智子 同 准教授，生涯学習・社会教育 

センター員 縣 拓充 同 助教，教育心理学・認知科学・美術教育 

 中島啓貴 同 助教，数学・幾何学 

 堀越徳子 教育・学生支援部 教務課，事務補佐員 

SLA 前期 47 名，後期 44 名 （下表のとおり） 

 
2021 年度 SLA 一覧 

 担担当当  名前 所所属属  学学年年  活活動動開開始始  備備考考  

1 

物理 

木下 豊 理 M２ 2021 年前期～  

2 松井 理輝 理 M１ 2019 年前期～  

3 狩生 宏喜 理 M１ 2020 年前期～  

4 鈴木 善久 理 M１ 2020 年前期～  

5 安田 陸人 理 M１ 2020 年前期～  

6 中村 牧人  理 M１ 2020 年後期～  

7 本間 飛鳥 理 M１ 2021 年後期～  

8 中村 悠斗 工 B４ 2020 年前期～ 

9 菅野 翼 理 B３ 2021 年後期～ 

10 

数学 

吉澤 研介 理 D３ 2019 年前期～  

11 森 祥仁 理 D２ 2021 年前期～  

12 木村 藍貴 理 D２ 2020 年前期～  

13 佐藤 俊 情 M２ 2018 年前期～  

14 竹平 航平 理 M２ 2019 年前期～  

15 松本 悠太 情 M１ 2020 年後期～  

16 守屋 鳳人マイケル 理 B４ 2021 年前期～  

17 小林 岳暉 理 B４ 2021 年前期～  

18 吉野 舜太郎 工 B４ 2021 年後期～  

19 

化学 

三上 進一 理 D３ 2017 年前期～  

20 中村 祐輝 環 M２ 2018 年後期～  

21 中島 優斗 理 M１ 2021 年後期～  

22 千葉 湧太 理 B４ 2020 年前期～  

23 三上 翠跳 理 B４ 2020 年前期～  

24 

ライティング 

伊藤 愛莉 教 D３ 2019 年前期～  

25 中野 惟文  文 D３ 2020 年後期～  

26 相原 貴次 文 D２ 2019 年前期～  

1．センター概要
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27 保泉 空 文 D１ 2021 年前期～  

28 増田 友哉 文 D１ 2021 年前期～  

29 服部 祥英 工 M２ 2020 年後期～  

30 

英語 

田村 惇 文 D２ 2019 年後期～  

31 金 弋 工 M２ 2019 年後期～  

32 水野 彩子 薬 M２ 2018 年前期～  

33 千葉 絵理奈 工 M２ 2019 年前期～  

34 森坂 太一 教 M１ 2020 年後期～  

35 ジャン シンユイ 国 M１ 2021 年前期～  

36 森岡 駿 経 M１ 2021 年前期～  

37 槙島 千仁 文 M１ 2021 年後期～  

38 近森 藍璃 文 M１ 2021 年後期～  

39 氏原 幸太 工 B３ 2021 年前期～  

40 

日本語 

鏡 耀子 文 D２ 2018 年後期～  

41 松谷 凌雅 文 M１ 2019 年前期～  

42 江村 玲  文 M１ 2020 年後期～  

43 小川 晴生 経 M１ 2020 年後期～  

44 秋山 千皓 農 M１ 2021 年前期～ 

45 

企画 

西塚 孝平 教 D２ 2018 年前期～  

46 高野 晴来 工 M２ 2020 年後期～  

47 飯田 司 理 M１ 2019 年前期～  

48 加茂野 優 国 M１ 2021 年前期～  

49 須田 華 工 B４ 2020 年前期～  

50 渡辺 楓 理 B４ 2020 年前期～  

51 渡邉 早紀 工 B４ 2021 年前期～  

52 福士 海伊 工 B４ 2021 年後期～  
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27 保泉 空 文 D１ 2021 年前期～  

28 増田 友哉 文 D１ 2021 年前期～  

29 服部 祥英 工 M２ 2020 年後期～  

30 

英語 

田村 惇 文 D２ 2019 年後期～  

31 金 弋 工 M２ 2019 年後期～  

32 水野 彩子 薬 M２ 2018 年前期～  
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43 小川 晴生 経 M１ 2020 年後期～  
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51 渡邉 早紀 工 B４ 2021 年前期～  

52 福士 海伊 工 B４ 2021 年後期～  
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学学習習支支援援セセンンタターー（（SLA ササポポーートト））2021 年年度度活活動動報報告告（（詳詳細細版版）） 

 

１１．．2021 年年度度 SLA ササポポーートト事事業業重重点点目目標標ととそそのの成成果果 

①① 「「学学びびのの転転換換」」とと自自律律的的なな学学習習態態度度のの形形成成をを、、多多方方面面かからら支支援援 
 ・昨年より学習支援のオンライン化を進めてきたが、今年度はその体制も整い、安定的にオン 
  ラインでの支援を提供できた。また、一部、対面支援での活動も行うことができた。 
 ・学習支援としての質の維持・向上に意識的に取り組み、利用者からの高い満足度を得られた。 
②② 多多様様なな人人同同士士ががつつななががるる場場ををつつくくりり、、ララーーニニンンググココミミュュニニテティィのの形形成成をを戦戦略略的的にに促促進進 
  ・学生同士の交流を促進し、学習を核としたコミュニティの形成に取り組むことができた。 
 ・具体的には、日本語 SLA により、国内学生と留学生の文化的・社会的な交流をはかる「文化カ 
  フェ」など、新しいイベントを定期開催した。同時に、既存のイベントや相談対応においても 
  学生同士のつながりづくりを意識した対応を促してきた。 

 

２２．．2021 年年度度 SLA ササポポーートト利利用用状状況況・・活活動動報報告告 

1））2021 年年度度 SLA ササポポーートト利利用用数数 

【前期】全利用者数：延べ 908 人、活動日数：69 日（1 活動日当たり 13.2 人) 
【後期】全利用者数：延べ 762 人、活動日数：61 日（1 活動日当たり 12.5 人） 
【年間】全利用者数：延べ 1,670 人、活動日数：130 日（1 活動日当たり 12.8 人） 
SLA 数：前期 47 人（新規 12 人）、後期 44 人（新規 6 人） 

 

2））理理系系科科目目支支援援：：オンラインでの支援を行った昨年と類似した利用傾向、昨年度よりやや増 
実施形態：1 対 1 での個別対応型支援 

 BCP レベルが 2 以上の場合はオンライン、レベル 1 の場合は対面での支援。前期は全てオン

ライン、後期は基本的には対面実施。ただし後期の最後の 2 週間はオンライン実施。 
 オンラインでは事前予約制、対面では drop in 方式を採用。 
 1 セッション原則 45 分。次の枠に予約が入っていなければ延長して対応。 

利用傾向：科目別の利用傾向が変化 
 全体としては、昨年度と比較し利用者実数・延数ともに増加。 
 科目別では昨年度と比較し、数学・化学の利用増加。物理学の利用減少。 
 昨年度よりも利用学生の幅が広がった印象。昨年度は中間層の利用が大部分であり、中間層

以外の学生、すなわち学習の初歩でつまずいている学生や逆に進んだ話題を学習している学

生がかなり少なかった。しかし今年度はそのような中間層以外の学生の利用が比較的多く見

受けられた。 
 留学生による利用も複数件あり（留学生利用：延べ数 16 名）。 

窓口以外の支援：学生が窓口に来なくても利用できる学習支援を継続 
 主に 1 年生に向け、教科の学びに関わる情報をオンラインと大学構内ともに発信した。大学

構内では、講義棟内でのポスターやマルチメディア棟前にホワイトボードによる発信を行っ

た。また学生食堂内での掲示は今回が初の試みである。昨年同様、オンラインではセンター

HP や Twitter での発信も行った。 
理系・実験レポートの書き方ワークショップ 
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 物理担当の SLA が、実験系のレポートの書き方を学ぶ全 3 回のワーク型の教材を開発。オン

ラインでのイベント開催を行うと同時に、オンデマンド教材としても発信（全 3 回の動画）。

イベント参加者は計 12 名、classroom 登録者は約 100 名。 

 

＜表 1. 2017～2021 年度利用者数等変遷 理系＞ 
 2017 2018 2019 2020 2021 

前期（延べ） 468 441 625 259 248 

後期（延べ） 332 288 386 201 260 

合計（延べ） 800 729 1,011 460 508 

予約枠数 - - - 1275 759 

予約枠充足率 - - - 36.1% 39.9％％ 

合計（実数） 240 224 257 160 194 

開設コマ数 68 52 59 50 - 

 

＜表 2. 2017～2021 年度 科目群別利用者数変遷 理系＞  

科目群(授業)名 2017 2018 2019 2020 2021 

物理 247 138 271 153 112 

数学 285 349 436 203 261 

化学 82 98 112 48 60 

自然科学総合実験 21 52 45 20 24 

数学物理学演習 155 90 136 30 36 

 

33））ラライイテティィンンググ支支援援：：初初年年次次学学生生・・留留学学生生ののラライイテティィンンググ利利用用のの定定着着 

実施形態：1 対 1 での個別対応（窓口支援） 
 1 セッション 45 分（2020 年度後期は 60 分で実施していたが 2021 年度前期は短縮） 
 レポートの添削には Google Document のコメント機能を利用 

利用傾向：前年度比で利用者増 
 前年度比では、主に前期において、初年次学生の利用が大きく増加（G ゼミやセンター教員

担当授業（前期）を通した広報の効果も一部あり）  
 初年次学生利用者の二極化（まったくの初学者／ライティングの授業でしっかりと基礎を習

得した上でレポートを書いている高度な水準の利用） 
 留学生の日本語チェック利用は、昨年度と同水準（留学生利用：延べ数 73 名） 

セミナー開催：今年度も「『東北大学レポート指南書』入門ゼミ」ワークショップは実施せず 
 ワークショップ開催中止の代替として「レポート作成入門ゼミ」の名称でオンデマンド教材

化して classroom 上で学生に共有。 
 来年度以降は、感染状況を見つつ、対面実施を検討する。 

授業連携型支援：出前授業を実施 
 引き続き、TGL プログラム「グローバルゼミ」に対して、レポートの書き方についての出前

授業 1 コマ（90 分）を実施（センター教員が担当、前期 4 クラス、後期 2 クラス）。今年度

も前年同様に、事前課題としてオンデマンド教材も提供し、ライティング教育の充実化に貢

献できた。 
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＜表 3. 2017～2021 年度利用者数変遷 ライティング＞ 

A. 個別対応（窓口）                             B. セミナー開催   
2017  2018  2019  2020  2021  

  
2017  2018  2019  2020  2021  

前期（延べ）  68  31  146  42  115  
  

84  262  202  -  -  
後期（延べ）  35  21  78  47  67  

  
4  -  14  -  -  

合計（延べ）  103  52  224  89  182  
  

88  262  216  -  -  
予約枠数  -  -  -  175  346  

  
-  -  -  -  -  

予約枠充足率  -  -  -  50.9%  52.6％％  
  

-  -  -  -  -  

合計（実数）  70  37  111  34  99  
  

-  -  -  -  -  
窓口型:開設コマ数  

／イベント型:開催回

数  

14  10  12  8  -  
  

47  30  19  -  -  

 

44））英英会会話話支支援援：：オオンンラライインン化化にに伴伴いい、、高高年年次次学学生生のの利利用用者者増増 

実施形態：1 対 1 での個別対応型支援（1on1）に特化して実施 
 1 セッション 30 分・事前予約制、全てオンラインによる対応 
 新規利用者獲得・利用促進および利用者同士の交流のため、不定期に複数人参加型のイベン

ト「SLA 英会話体験 week」「END-OF-YEAR 英会話 CAFE」をオンライン開催。合計 44 名

が参加。 
 休み期間中の継続を希望する声が多かったことから、2 月中に延長して実施。 

利用傾向 
 利用者延数・実数とも、ここ 5 年間で最多。高いリピーター率。 
 留学生の利用も多数（延べ数 86 名）。 
 一昨年度までは川内キャンパスに通う 1・2 年生の利用がほとんどであったが、オンライン

での対応となった昨年度より大学院生の利用者が増加。より多様な所属・学年の学生が利用

するように 
 TOEFL、英検など、試験対策の相談が増加。 

 
＜表 4. 2017～2021 年度利用者数変遷 英会話＞  

2017 2018 2019 2020 2021 

前期（延べ） 306 242 232 164 276 

後期（延べ） 180 247 217 271 227 

合計（延べ） 486 489 449 435 503 

予約枠数 - - - 524 582 

予約枠充足率 - - - 71.6% 78.8% 

合計（実数） 110 73 91 129 129 

開設コマ数 30 18 18 18 - 

 

※ 2021 前期延数には「英会話体験 week」の 33 名と後期延数には「END-OF-YEAR 英会話 CAFE」
の 11 名が加算されている。 
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44））英英会会話話支支援援：：オオンンラライインン化化にに伴伴いい、、高高年年次次学学生生のの利利用用者者増増 

実施形態：1 対 1 での個別対応型支援（1on1）に特化して実施 
 1 セッション 30 分・事前予約制、全てオンラインによる対応 
 新規利用者獲得・利用促進および利用者同士の交流のため、不定期に複数人参加型のイベン

ト「SLA 英会話体験 week」「END-OF-YEAR 英会話 CAFE」をオンライン開催。合計 44 名

が参加。 
 休み期間中の継続を希望する声が多かったことから、2 月中に延長して実施。 

利用傾向 
 利用者延数・実数とも、ここ 5 年間で最多。高いリピーター率。 
 留学生の利用も多数（延べ数 86 名）。 
 一昨年度までは川内キャンパスに通う 1・2 年生の利用がほとんどであったが、オンライン

での対応となった昨年度より大学院生の利用者が増加。より多様な所属・学年の学生が利用

するように 
 TOEFL、英検など、試験対策の相談が増加。 

 
＜表 4. 2017～2021 年度利用者数変遷 英会話＞  

2017 2018 2019 2020 2021 

前期（延べ） 306 242 232 164 276 

後期（延べ） 180 247 217 271 227 

合計（延べ） 486 489 449 435 503 

予約枠数 - - - 524 582 

予約枠充足率 - - - 71.6% 78.8% 

合計（実数） 110 73 91 129 129 

開設コマ数 30 18 18 18 - 

 

※ 2021 前期延数には「英会話体験 week」の 33 名と後期延数には「END-OF-YEAR 英会話 CAFE」
の 11 名が加算されている。 
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※ 2020 後期延数には「英会話体験 week」「New Year’s Party」「春の合同自主トレ」の 60 名が加

算されている。 
※ イベントの人数は、実数及び予約枠充足率には加算されていない。 
 
55))  留留学学生生向向けけ日日本本語語会会話話支支援援：：オオンンラライインンにによよるる 11oonn11 支支援援にに加加ええ、、イイベベンントトもも定定期期開開催催 

実施形態：1 対 1 での個別対応型支援を中心として、定期的にイベント開催 
 1 セッション 30 分・事前予約制、全てオンラインによる対応 
 イベントは事前申し込み制、Zoom を利用したオンライン開催。 

利用傾向 
 広報用に、日本語会話の紹介動画を作成 (https://youtu.be/4IwvhbcEPnI) 
 日本語能力の中上級者（日本語だけで会話できる、N1～2 レベル）の利用が中心。 
 利用者の出身は中国が多いが、多様な国・地域出身の留学生が利用・参加。 
 所属学部・研究科は多様。高いリピーター率。 

イベント 
 SLA 文化カフェ（1 回 90 分）を定期開催。国内学生と留学生の交流促進を目的としたイベン

ト。 
 日本語ミニワークショップ（1 回 30 分）を実施。テーマとしては、オノマトペや数え方など。 

 
＜表 5. 2018～2021 年度利用者数変遷 日本語会話＞ 

A. 個別対応型支援（窓口型）          B. 企画発信型支援（イベント型）   
2018  2019  2020  2021  

  
2018  2019  2020  2021  

前期（延べ）  -  -  109  116  
  

21  99  -  70  

後期（延べ）  -  -  180  112  
  

34  144  -  51  

合計（延べ）  -  -  289  228  
  

55  243  -  121  

予約枠数  -  -  390  319  
  

-  -  -  -  

予約枠充足率  -  -  74.1%  71.5%  
  

-  -  -  -  

合計（実数）  -  -  111  75  
  

20  50  -  -  
窓口型:開設コマ数  

／イベント型:開催回数  
-  -  

10  -  

  

30  57  
-  

11  

  
  
66））学学習習企企画画・・イイベベンントト：：学学習習イイベベンントトのの拡拡大大・・定定期期実実施施 

「「かかんんががええるるソソフファァ」」（哲学カフェ） 
 普段「当たり前」だと思っているような何気ないことについて、学生同士で考え対話する企

画。 
 平日（曜日は不定）の 5 限の時間帯を中心に開催（各回 90 分）。 
 「かんがえるソファ＋（プラス）」や「かんがえるソファ D」など、新しいタイプのワーク

ショップも企画・実施 
 「かんがえるソファ＋」：その時々のニュースや社会問題をテーマに参加者間で対話を深め、

問題の本質を考察し解決策を探るイベント 
 「かんがえるソファ D」：合意形成や最適解を導くことを目指し、討議やディベートを目的

としたイベント 
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＜表 6. 2018～2021 年度「かんがえるソファ」参加者数 企画＞   
2018  2019  2020  2021  

前期（延べ）  27  10  92  70  

後期（延べ）  68  122  81  45  

合計（延べ） 95 132 173 115 

開催回数 22 18 23 23 

 

77））利利用用学学生生のの声声：：高高いい満満足足度度、、対対話話ししななががらら学学ぶぶ機機会会のの重重要要性性 

 利利用用満満足足度度平平均均（100 点満点／回答数 815 件／イベントは除く） 

 

＜表 7. 利用満足度平均＞  
2021 前期 前期回答数 2021 後期 後期回答数 

物理 93.9 32 98.1 16 

数学 95.8 77 97.8 60 

化学 97.8 27 97.9 21 

総合実験 95.4 8 100.0 6 

数学物理学演習 95.0 12 96.9 8 

ライティング 96.7 67 99.2 40 

英会話 97.0 179 98.4 143 

日本語会話 99.1 66 98.9 53 

 

＜表 8 利用学生アンケート（一部）＞ 

【【理理系系】】 
オンラインだと情報の共有に時間がかかりますね。コロナが落ち着いたら、対面で対応していただきたいです。/説明を省

かず詳しく教えていただけて嬉しかったです。私は物理に興味があり、新しい知識を得ることに喜びを感じます。とても楽

しい時間でした。/去年習ったような基礎まで戻って丁寧に教えてくださってわかりやすかったです。本来できているはず

のところが理解できていないことは恥ずかしいですが、説明して下さっているとき、そのように感じさせないような雰囲気

のおかげで問題に向き合うことができました。/相手も同じ教科書を持っていたらわかりやすいなと思いました。(オンライ

ン対応)/微分方程式の解法がわかりやすかったです。他の問題も友達と協力しながら解いてみようと思います。/問題を

解くときの「なぜ？」を知ることができ、今までの化学の知識と繋がる部分があり、楽しかった。/証明を追いながら自分で

言葉にして説明することで、自分の解答がなぜ間違っているのかを理解できました。/単位を取ることだけが目的だった

が AA を狙うまでになった。/質問した内容だけでなく、その前提知識から応用まで教えていただけてとても助かりました。

質問しやすい雰囲気でとても楽しかったです。自分で考えて糸口を見つけることができたように感じます。ありがとうござ

いました。 
【【英英会会話話】】 
自分の好きなことやお気に入りの小説についての説明をしたので、いつもより積極的に英語で話すことができました。/英
語の聞き方について、自分の直すべき箇所を的確にアドバイスしてもらえました。勉強の方針がたった気がしました。/先
輩の学問に関する経験やこれからのビジョンなど、キャリア決定に役立つ話ができたのもいいなと思いました。/英会話

に初めて挑戦し、良い結果が得られました。また、この英会話を使って英語でコミュニケーションを取る練習をしていこう

と思います。/わからないことを日本語で聞いてもすぐ返してくださったのでわかりやすかったです。/自分が分からない英

語は日本語での説明をまぜて話してくださり、楽しく会話ができました。留学生の方とお話をしたかったので今日は有意

18
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※ 2020 後期延数には「英会話体験 week」「New Year’s Party」「春の合同自主トレ」の 60 名が加

算されている。 
※ イベントの人数は、実数及び予約枠充足率には加算されていない。 
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 1 セッション 30 分・事前予約制、全てオンラインによる対応 
 イベントは事前申し込み制、Zoom を利用したオンライン開催。 
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 日本語能力の中上級者（日本語だけで会話できる、N1～2 レベル）の利用が中心。 
 利用者の出身は中国が多いが、多様な国・地域出身の留学生が利用・参加。 
 所属学部・研究科は多様。高いリピーター率。 

イベント 
 SLA 文化カフェ（1 回 90 分）を定期開催。国内学生と留学生の交流促進を目的としたイベン

ト。 
 日本語ミニワークショップ（1 回 30 分）を実施。テーマとしては、オノマトペや数え方など。 

 
＜表 5. 2018～2021 年度利用者数変遷 日本語会話＞ 

A. 個別対応型支援（窓口型）          B. 企画発信型支援（イベント型）   
2018  2019  2020  2021  

  
2018  2019  2020  2021  

前期（延べ）  -  -  109  116  
  

21  99  -  70  

後期（延べ）  -  -  180  112  
  

34  144  -  51  

合計（延べ）  -  -  289  228  
  

55  243  -  121  

予約枠数  -  -  390  319  
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「「かかんんががええるるソソフファァ」」（哲学カフェ） 
 普段「当たり前」だと思っているような何気ないことについて、学生同士で考え対話する企

画。 
 平日（曜日は不定）の 5 限の時間帯を中心に開催（各回 90 分）。 
 「かんがえるソファ＋（プラス）」や「かんがえるソファ D」など、新しいタイプのワーク
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 「かんがえるソファ＋」：その時々のニュースや社会問題をテーマに参加者間で対話を深め、

問題の本質を考察し解決策を探るイベント 
 「かんがえるソファ D」：合意形成や最適解を導くことを目指し、討議やディベートを目的
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かず詳しく教えていただけて嬉しかったです。私は物理に興味があり、新しい知識を得ることに喜びを感じます。とても楽

しい時間でした。/去年習ったような基礎まで戻って丁寧に教えてくださってわかりやすかったです。本来できているはず

のところが理解できていないことは恥ずかしいですが、説明して下さっているとき、そのように感じさせないような雰囲気

のおかげで問題に向き合うことができました。/相手も同じ教科書を持っていたらわかりやすいなと思いました。(オンライ

ン対応)/微分方程式の解法がわかりやすかったです。他の問題も友達と協力しながら解いてみようと思います。/問題を

解くときの「なぜ？」を知ることができ、今までの化学の知識と繋がる部分があり、楽しかった。/証明を追いながら自分で

言葉にして説明することで、自分の解答がなぜ間違っているのかを理解できました。/単位を取ることだけが目的だった

が AA を狙うまでになった。/質問した内容だけでなく、その前提知識から応用まで教えていただけてとても助かりました。

質問しやすい雰囲気でとても楽しかったです。自分で考えて糸口を見つけることができたように感じます。ありがとうござ

いました。 
【【英英会会話話】】 
自分の好きなことやお気に入りの小説についての説明をしたので、いつもより積極的に英語で話すことができました。/英
語の聞き方について、自分の直すべき箇所を的確にアドバイスしてもらえました。勉強の方針がたった気がしました。/先
輩の学問に関する経験やこれからのビジョンなど、キャリア決定に役立つ話ができたのもいいなと思いました。/英会話

に初めて挑戦し、良い結果が得られました。また、この英会話を使って英語でコミュニケーションを取る練習をしていこう

と思います。/わからないことを日本語で聞いてもすぐ返してくださったのでわかりやすかったです。/自分が分からない英

語は日本語での説明をまぜて話してくださり、楽しく会話ができました。留学生の方とお話をしたかったので今日は有意
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義な時間を過ごす事ができました。/普段からたくさん英語を使うことが大切だと感じました。 
【【ラライイテティィンンググ】】 
うまく言葉で表せないときに表現を変えてフィードバックしてもらうことで、自分は何が言いたいか理解することができまし

た。/先輩がとても話しやすく、和やかなムードにしてくださったので、私も思った事をどんどん口にできました。教えるとい

うより、一緒に考えてくださっている感じで楽しかったです。/話しやすく疑問も解決したのでよかったです。気軽に利用で

きるので分からないことの多い一年生にとても良いと感じました。/直前に資料をお送りしたにも関わらず的確なアドバイ

スをいただきました。/内容に対するアドバイスだけでなく、引用の書き方や字体のことまでなかなか質問できないことに

も細かく答えてくださって感謝しています。この制度を利用するのが初めてで少しとまどっていたのですが、またすぐにで

も利用したいと思います。 
【【日日本本語語】】 
会話の進み方がスムーズで素晴らしかった。また、セッション終了後に日本語の改善すべき所も分かりやすく指摘

してくれた。/日本語があまり上手でない外国人の私にも聞き取れるし、会話のテンポも特に速くはない。たくさんの

ことを学びました。/A さんは優しいし、コミュニケーションしやすいし嬉しいです。/K さんが優しいので楽しんで時間

を送りました。会話の練習もいっぱいやりました。/E さんは私が話したことについて、同意だけでなく自分の経験し

た事をシェアして聞く人に親切感を感じさせられてとてもいいと思います。/O さんの対応がとても親切です。自分も

たくさん日本語を話したのでとても楽しかったです。語学力に応じて日本語の練習をしてもらえます。ただ日常会話

だけでなく、論理的に話すためにも練習できたのでとても満足です。/M さんとたくさん話して楽しかったです。30 分

しかないので、ちょっと時間が短かったと思います。 
【【企企画画】】 
活発に意見交換でき、良い意味で裏切られました。/中途半端で抽象的だった理解がより体系的になりました。有

益な結論も導くことができました。やはり他人と言葉を交わしながらの方が思考が整理されると感じた。/他の人の

話を聞くことで自分の考えをまとめることができて良かったです。/同じ学年の人たちが、どう問題にアプローチする

のかが見れて非常に興味深かった。/チャットを使った議事録がわかりやすくて、それぞれの立場や考えを整理で

きました。/もう少しアイスブレイクして参加者と打ち解けたかった。/自分では経験した事がなく、分からないことでも

他の方が経験していて、そこから得られたことをお話ししてくださったのでこれからの自分に行かせそうな事が多か

った。考えること、自分の意見を発信することの有意義さを感じた。 

 

88））学学習習情情報報のの発発信信 

オオンンデデママンンドド教教材材のの開開発発 

「「レレポポーートト作作成成入入門門ゼゼミミ」」（（classroom をを利利用用ししたたオオンンデデママンンドド教教材材））（（主主にに前前期期）） 
一昨年度まで新入生向けのイベントとして開催していた「レポート指南書入門ゼミ」の内容を改訂し

た「レポート作成入門ゼミ」をオンデマンド教材として発信（全 5 回の動画）。2021 年 6 月～運用

開始。classroom 登録者は、前期セメスターの登録者数は約 340 名。後期は一般学生への広報を行わ

ず、前期からの継続登録希望者と、特定の授業やターゲットにのみ案内した（登録者数 61 名）。 
 
理理系系・・実実験験レレポポーートトのの書書きき方方ワワーーククシショョッッププ（（主主にに前前期期）） 
物理担当の SLA が、実験系のレポートの書き方を学ぶ全 3 回のワーク型の教材を開発。オンライン

でのイベント開催（2021 年 6 月 11 日・18 日・25 日・7 月 2 日・9 日 全 5 回）を行うと同時に、

オンデマンド教材としても発信（全 3 回の動画）。イベント参加者は計 12 名、classroom 登録者は

約 100 名。 
イベントは、自然科学総合実験を後期に履修する学生の参加割合が高く、事後アンケートでは高い満

足度だった。 
Twitter（@sla_tomosodachi）や HP を中心としたオンラインでの学習情報の発信 
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○ フォロワー数 2022 年 3 月 15 日現在 1,615 名 
○物理・化学：主に 1 年生に向けて、学びに役立つ情報を投稿。30 を超える記事を発信し、多いもの

では 9,000 に迫る閲覧数があった。 
 
○ 数学：自宅で個別に学習する学生が増えている状況を鑑みて、数学の分野別のおすすめの参考書

を一覧にしたページを加筆し、再公開。 
https://docs.google.com/document/d/16kAT0UuCZK1yMvHhbYCTtMp3DMDxwlnvKD63xoQKUJw/e 
dit?usp=sharing 
 
○ 数学：「数学部会の挑戦状」と題して、発展的な問題を出題。複数の回答が寄せられた。後期は、

講義棟内だけでなく学生食堂にも問題を掲示した。 
 
○ 英会話：日常会話の中で使える便利なフレーズやおすすめの学習方法などを、twitter でほぼ毎日

発信（@SLAenglish） 
 
● 講義棟や M 棟内でのポスターやチラシ掲示 
○ SLA の周知・利用促進のため、サポートのスケジュール、学びのヒントやオンライン対応案内など

をポスター掲示 
 

99））SSLLAA 研研修修 

 活活動動説説明明会会・・活活動動報報告告会会のの実実施施 
前期 

 4/5 新任 SLA 研修会（対面実施）・ 前期活動説明会（オンライン開催） 
 8/6 前期活動報告会（オンライン開催） 

後期 
 10/7 後期活動説明会（オンライン開催）・ 新任 SLA 研修会（対面実施） 
 2/16 活動報告会（オンライン開催） 
 

 北北海海道道大大学学ララーーニニンンググササポポーートト室室ととのの合合同同研研修修  2 月月 21 日日（（月月））14:00～～17:00 
o 従来は東北大学（川内北キャンパス М棟）にて開催していたが、今年度も昨年度に引

き続き Zoom にて実施。オンラインでの理系科目の学習支援について、情報共有・意

見交換を行った。 
 参加：東北大 SLA（4 名）：物理２，数学２／学部生 1, M 院生 3 名 

   北大 TA（3 名）：数学３／Ｍ院生２, Ｄ院生 1 名 
 

9））『『SLA SUPPORT GUIDE BOOK 2022』』のの作作成成 

● 全学部 1 学生に配布。学習支援センターの利用案内、大学で学ぶ上で役立つヒント等を紹介。 
 2021 版からの変更点： 
o 2021 版では留学生向けガイドブックのみにあった「宮城・仙台ガイド」を国内学生

向けに追加 
o 化学の「学びのヒント bySLA」ページを充実化（1p → 4p） 

 
● 留学生向けに、『SLA SUPPORT GUIDE BOOK 2022 for international students』を、オンライ

ンガイドブックとして作成。  
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義な時間を過ごす事ができました。/普段からたくさん英語を使うことが大切だと感じました。 
【【ラライイテティィンンググ】】 
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った。考えること、自分の意見を発信することの有意義さを感じた。 

 

88））学学習習情情報報のの発発信信 

オオンンデデママンンドド教教材材のの開開発発 
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イベントは、自然科学総合実験を後期に履修する学生の参加割合が高く、事後アンケートでは高い満

足度だった。 
Twitter（@sla_tomosodachi）や HP を中心としたオンラインでの学習情報の発信 

21 
 

○ フォロワー数 2022 年 3 月 15 日現在 1,615 名 
○物理・化学：主に 1 年生に向けて、学びに役立つ情報を投稿。30 を超える記事を発信し、多いもの

では 9,000 に迫る閲覧数があった。 
 
○ 数学：自宅で個別に学習する学生が増えている状況を鑑みて、数学の分野別のおすすめの参考書

を一覧にしたページを加筆し、再公開。 
https://docs.google.com/document/d/16kAT0UuCZK1yMvHhbYCTtMp3DMDxwlnvKD63xoQKUJw/e 
dit?usp=sharing 
 
○ 数学：「数学部会の挑戦状」と題して、発展的な問題を出題。複数の回答が寄せられた。後期は、

講義棟内だけでなく学生食堂にも問題を掲示した。 
 
○ 英会話：日常会話の中で使える便利なフレーズやおすすめの学習方法などを、twitter でほぼ毎日

発信（@SLAenglish） 
 
● 講義棟や M 棟内でのポスターやチラシ掲示 
○ SLA の周知・利用促進のため、サポートのスケジュール、学びのヒントやオンライン対応案内など

をポスター掲示 
 

99））SSLLAA 研研修修 

 活活動動説説明明会会・・活活動動報報告告会会のの実実施施 
前期 

 4/5 新任 SLA 研修会（対面実施）・ 前期活動説明会（オンライン開催） 
 8/6 前期活動報告会（オンライン開催） 

後期 
 10/7 後期活動説明会（オンライン開催）・ 新任 SLA 研修会（対面実施） 
 2/16 活動報告会（オンライン開催） 
 

 北北海海道道大大学学ララーーニニンンググササポポーートト室室ととのの合合同同研研修修  2 月月 21 日日（（月月））14:00～～17:00 
o 従来は東北大学（川内北キャンパス М棟）にて開催していたが、今年度も昨年度に引

き続き Zoom にて実施。オンラインでの理系科目の学習支援について、情報共有・意

見交換を行った。 
 参加：東北大 SLA（4 名）：物理２，数学２／学部生 1, M 院生 3 名 

   北大 TA（3 名）：数学３／Ｍ院生２, Ｄ院生 1 名 
 

9））『『SLA SUPPORT GUIDE BOOK 2022』』のの作作成成 

● 全学部 1 学生に配布。学習支援センターの利用案内、大学で学ぶ上で役立つヒント等を紹介。 
 2021 版からの変更点： 
o 2021 版では留学生向けガイドブックのみにあった「宮城・仙台ガイド」を国内学生

向けに追加 
o 化学の「学びのヒント bySLA」ページを充実化（1p → 4p） 

 
● 留学生向けに、『SLA SUPPORT GUIDE BOOK 2022 for international students』を、オンライ

ンガイドブックとして作成。  

セ
ン
タ
ー
活
動
・
実
績
報
告

2

21



22 
 

３．研修実績報告 
 
 
 

 
 

■活動説明会 

活動説明会を、前期は 2021 年 4 月 5 日、後期は 2021 年 10 月 7 日に実施した。活動説明会は、

全 SLA を対象に、各セメスターのはじめに実施する研修（Off-JT）の 1 つである。その目的は大き

く 3 つある。第 1 に、SLA 同士の交流である。新規採用の SLA を紹介すると共に、すべての SLA
が一堂に会する数少ない機会であるがゆえに、部会や同一曜日シフトを超えた交流を促す。第 2 に、

当該年度の重点目標や、当該セメスターの課題と活動目標等を全 SLA に共有することである。2021
年度の重点目標は、前年度のコロナ禍状況下で顕在化した問題を踏まえて、東北大生の「『学びの転

換』と自律的な学習態度の形成を多方面から支援する」こと、そして、「多様な人同士がつながる場

をつくり、ラーニング・コミュニティの形成を戦略的に促進」することの 2 点である。目的の第 3
として、活動説明会内に SLA 同士のディスカッションの時間を設け、学習支援の望ましい在り方や

実践的な課題の解決方策について、協同的に学ぶ場の 1 つとする。 
 
 

■リフレクション会・活動報告会 

前期リフレクション会は 2021 年 8 月 6 日、後期活動報告会は 2022 年 2 月 16 日に実施した。リフ

レクション会や活動報告会の目的は、主に以下の 3 点である。第 1 に、活動説明会で全 SLA に共有

した重点目標に基づき、各セメスターの活動をふりかえり、そのふりかえりの内容を SLA 相互に共

有することである。第 2 に、ふりかえりに基づき、次期の活動に向けた成果と課題を整理する。第 3
に、通常の勤務の中では交流機会の少ない SLA 同士の交流の場とすることである。半期の SLA の

活動概要と利用者の傾向分析を共有し、各部会から活動報告を行った上で、活動の全体的なふりか

えりと SLA 相互の交流を行った。 
 

 
■北海道大学との合同研修の実施 

2021 年度は、2 月 21 日に、北海道大学ラーニングサポート室との合同研修をオンラインで実施し

た。SLA からは 4 名の学生（物理 2，数学 2）が参加した。 
 

 
 
 

  

Summary  
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１ 活動説明会  

 

１．前期活動説明会：2021 年 4 月 5 日（月）15:30-17:00 

 

 

3．研修実績報告
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■北海道大学との合同研修の実施 
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２．後期活動説明会：2021 年 10 月 7 日（木）15:30-17:30 
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２．後期活動説明会：2021 年 10 月 7 日（木）15:30-17:30 
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２ 活動報告会  

 

１．前期活動報告会：2021 年 8 月 6 日（金）14:00-17:00 
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２．後期活動報告会：2022 年 2 月 16 日（水）13:30-17:00 
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●●セセンンタターーかかららのの総総括括 
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３  北海道⼤学との合同研修の実施 
 
（１）概要 
 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、昨年度に引き続き今年度も他大学との合同研修がオン

ラインにて開催された。活動概要は次表の通りである。 
 
＜2021 年度他大学合同研修開催要項＞ 

企画名 2021 年度 学習支援スタッフ合同研修会 
企画運営 東北大学 学習支援センター／北海道大学 ラーニングサポート室 

趣旨 

大学生に対する学習支援を担うセンター間の交流と情報交換、そして研修の合同実施

等を通して、相互の組織運営体制や学習支援事業改善につなげる。特に、学習支援スタ

ッフとして活動している学生同士が交流することにより、自らを客観的に見つめ、これ

までの活動をふり返る機会や場としつつ、学習支援者としてのさらなる能力向上やスキ

ルアップを図る。また、どちらのセンターも昨年度よりオンライン対応を行っているた

め、これについて情報交換および意見交換を行い、オンラインによる学習支援の質向上

を図る。 
場所 Zoom ミーティングルーム 

事前準備 各大学の概要等情報共有など 
日程 2022 年 2 月 21 日（月） 

参加者 

■東北大学 
教職員：中島啓貴 
SLA：4 名 
① 竹平 航平 理学 M2  数学（SLA 歴：3 年目） 
② 松本 悠太 情報 M1  数学（SLA 歴：2 年目） 
③ 鈴木 善久 理学 M1 物理（SLA 歴：2 年目） 
④ 菅野 翼  理学 B4   物理（SLA 歴：1 年目） 

 
■北海道大学 高等教育推進機構高等教育研修センター ラーニングサポート室 
教職員：須田 裕介  LSO 特定専門職員  

佐々木 伸  LSO 特定専門職員  
TA：3 名 

スケジュ

ール 

14:00～15:00 趣旨説明、自己紹介、アイスブレイクなど 
15:00～16:00 【第一部】両大学からの取組概要説明 
16:00～17:00 【第二部】意見交換会 

 
 
（２）目標 

1. 【自己理解の深化】活動報告(アウトプット行為)によって自身の活動の自覚化・相対化を促進

する。 

2. 【具体的改善策の知見の獲得】他機関の活動を知ることを通して、自身の活動の固定概念を砕

くと共に、活動改善のヒントや今後の新たな活動を考えるヒントを得る。 

3. 【モチベーション向上】実際に他大学で類似の目的の下で活動している「人（学生）」との出会

い・交流を通して、活動の関心・意欲の向上につなげる。 

 
（３）構成 
 今回の合同研修では、第一部として両大学での今年度の取り組みの報告を行い、第二部にて意見

交流を行った。 
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３  北海道⼤学との合同研修の実施 
 
（１）概要 
 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、昨年度に引き続き今年度も他大学との合同研修がオン

ラインにて開催された。活動概要は次表の通りである。 
 
＜2021 年度他大学合同研修開催要項＞ 

企画名 2021 年度 学習支援スタッフ合同研修会 
企画運営 東北大学 学習支援センター／北海道大学 ラーニングサポート室 

趣旨 

大学生に対する学習支援を担うセンター間の交流と情報交換、そして研修の合同実施

等を通して、相互の組織運営体制や学習支援事業改善につなげる。特に、学習支援スタ

ッフとして活動している学生同士が交流することにより、自らを客観的に見つめ、これ

までの活動をふり返る機会や場としつつ、学習支援者としてのさらなる能力向上やスキ

ルアップを図る。また、どちらのセンターも昨年度よりオンライン対応を行っているた

め、これについて情報交換および意見交換を行い、オンラインによる学習支援の質向上

を図る。 
場所 Zoom ミーティングルーム 

事前準備 各大学の概要等情報共有など 
日程 2022 年 2 月 21 日（月） 

参加者 

■東北大学 
教職員：中島啓貴 
SLA：4 名 
① 竹平 航平 理学 M2  数学（SLA 歴：3 年目） 
② 松本 悠太 情報 M1  数学（SLA 歴：2 年目） 
③ 鈴木 善久 理学 M1 物理（SLA 歴：2 年目） 
④ 菅野 翼  理学 B4   物理（SLA 歴：1 年目） 

 
■北海道大学 高等教育推進機構高等教育研修センター ラーニングサポート室 
教職員：須田 裕介  LSO 特定専門職員  

佐々木 伸  LSO 特定専門職員  
TA：3 名 

スケジュ

ール 

14:00～15:00 趣旨説明、自己紹介、アイスブレイクなど 
15:00～16:00 【第一部】両大学からの取組概要説明 
16:00～17:00 【第二部】意見交換会 

 
 
（２）目標 

1. 【自己理解の深化】活動報告(アウトプット行為)によって自身の活動の自覚化・相対化を促進

する。 

2. 【具体的改善策の知見の獲得】他機関の活動を知ることを通して、自身の活動の固定概念を砕

くと共に、活動改善のヒントや今後の新たな活動を考えるヒントを得る。 

3. 【モチベーション向上】実際に他大学で類似の目的の下で活動している「人（学生）」との出会

い・交流を通して、活動の関心・意欲の向上につなげる。 

 
（３）構成 
 今回の合同研修では、第一部として両大学での今年度の取り組みの報告を行い、第二部にて意見

交流を行った。 
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【第一部】 各大学から運営方針および今年度の活動内容について報告 
 目標における【自己理解の深化】の達成のため、学生主体での今年度の活動内容についての報告

を行った。特に、 昨年度より経験が蓄積されてきているオンライン対応についての情報共有を行っ

た。両大学にて作成している学習資料についてもいくつか共有を行った。また、各大学の組織の特

性についての説明についても行った。 
 
【第二部】 今年度の活動内容に関しての意見交換および相互交流 
 第一部における両大学の報告を踏まえ、質疑応答および意見交換を行った。学習支援を行ってい

る学生スタッフが資料作成をする際に学生スタッフ同士でどのように情報共有を行っているのかに

ついて共有がなされた。また今年度の学部一年生の現状を共有し、それを考慮した情報発信のあり

方について検討した。今年度に限らず、学生スタッフと被支援学生との興味のギャップを埋めるよ

うなアプローチをどのように行っていくのかといった議論がなされた。 
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４．部会活動報告 

 

１ 物理部会  
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【第一部】 各大学から運営方針および今年度の活動内容について報告 
 目標における【自己理解の深化】の達成のため、学生主体での今年度の活動内容についての報告

を行った。特に、 昨年度より経験が蓄積されてきているオンライン対応についての情報共有を行っ

た。両大学にて作成している学習資料についてもいくつか共有を行った。また、各大学の組織の特

性についての説明についても行った。 
 
【第二部】 今年度の活動内容に関しての意見交換および相互交流 
 第一部における両大学の報告を踏まえ、質疑応答および意見交換を行った。学習支援を行ってい

る学生スタッフが資料作成をする際に学生スタッフ同士でどのように情報共有を行っているのかに

ついて共有がなされた。また今年度の学部一年生の現状を共有し、それを考慮した情報発信のあり

方について検討した。今年度に限らず、学生スタッフと被支援学生との興味のギャップを埋めるよ

うなアプローチをどのように行っていくのかといった議論がなされた。 
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２ 数学部会  
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２ 数学部会  
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３ 化学部会  
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３ 化学部会  
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４ ライティング部会  
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５ 英語部会 
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６ 日本語部会  
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７ 企画部会  
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５．ＳＬＡ卒業プレゼンテーション 
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資料︓2021年度発⾏ポスター 

    

▲1）前期利用案内（全体）      ▲2）前期利用案内（全体） 

   

▲3）前期利用案内(数学)       ▲4）前期利用案内(化学) 

 

資
　
料

資料：2021年度発行ポスター
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▲5）前期利用案内(物理)       ▲6）前期利用案内(理系) 

 

   

▲7）前期利用案内(ライティング)   ▲8）前期利用案内(新入生) 
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▲5）前期利用案内(物理)       ▲6）前期利用案内(理系) 

 

   

▲7）前期利用案内(ライティング)   ▲8）前期利用案内(新入生) 
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▲9）かんがえるソファ(5 月)     ▲10）かんがえるソファ(6 月) 

   

▲11）前期利用案内(6 月)       ▲12）前期利用案内(7 月) 
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▲9）かんがえるソファ(5 月)     ▲10）かんがえるソファ(6 月) 

   

▲11）前期利用案内(6 月)       ▲12）前期利用案内(7 月) 
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▲13）後期利用案内          ▲14）後期利用案内 

 

   

▲15）後期利用案内          ▲16）かんがえるソファ(10 月） 
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▲17）後期利用案内          ▲18）かんがえるソファ(11 月)  

 

    

▲19）後期利用促進          ▲20）後期利用促進 
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▲13）後期利用案内          ▲14）後期利用案内 

 

   

▲15）後期利用案内          ▲16）かんがえるソファ(10 月） 
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▲17）後期利用案内          ▲18）かんがえるソファ(11 月)  

 

    

▲19）後期利用促進          ▲20）後期利用促進 
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▲13）後期利用案内          ▲14）後期利用案内 

 

   

▲15）後期利用案内          ▲16）かんがえるソファ(10 月） 
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▲17）後期利用案内          ▲18）かんがえるソファ(11 月)  

 

    

▲19）後期利用促進          ▲20）後期利用促進 
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▲13）後期利用案内          ▲14）後期利用案内 

 

   

▲15）後期利用案内          ▲16）かんがえるソファ(10 月） 
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▲17）後期利用案内          ▲18）かんがえるソファ(11 月)  

 

    

▲19）後期利用促進          ▲20）後期利用促進 
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▲21）かんがえるソファ(12 月)    ▲22）END-OF-YEAR 英会話 CAFÉ 

 

   

▲23）かんがえるソファ+(12 月)    ▲24）年末年始お知らせ 
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▲21）かんがえるソファ(12 月)    ▲22）END-OF-YEAR 英会話 CAFÉ 

 

   

▲23）かんがえるソファ+(12 月)    ▲24）年末年始お知らせ 
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▲21）かんがえるソファ(12 月)    ▲22）END-OF-YEAR 英会話 CAFÉ 

 

   

▲23）かんがえるソファ+(12 月)    ▲24）年末年始お知らせ 
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▲25）年末年始のお知らせ       ▲26）かんがえるソファ(1 月) 

 

   

▲27）オンライン対応開始案内     ▲28）オンライン対応開始案内 

128 
 

    

▲21）かんがえるソファ(12 月)    ▲22）END-OF-YEAR 英会話 CAFÉ 

 

   

▲23）かんがえるソファ+(12 月)    ▲24）年末年始お知らせ 
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▲25）年末年始のお知らせ       ▲26）かんがえるソファ(1 月) 

 

   

▲27）オンライン対応開始案内     ▲28）オンライン対応開始案内 
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▲29）SLA 募集案内            ▲30）春休み延長対応案内 

 
  

130



130 
 

    

▲29）SLA 募集案内            ▲30）春休み延長対応案内 
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＝編集後記＝ 

 

『学習支援センター（SLA サポート）年次活動報告書』第 8 号も、ようやく刊行の運びとな

りました。2021 年度は、前年より続く新型コロナウィルス感染症拡大の影響を受け、あらゆ

る状況・あらゆる場面で制限と変革を迫られてきました。当センターの学習支援活動におい

ては、オンラインという手段を単なる「暫定的な対面支援の代替」としてではなく、新たな

可能性を拡張し得るものと捉え、挑戦を続けてまいりました。 

そして 2021 年度は、私たちの日常生活の中にあった「当たり前」が大きく覆された 2020

年度を振り返りつつも、未来に向けて、改めて「大学における学習支援とはどうあるべき

か」を熟考する契機を得た年にもなりました。相談窓口を開設し 1 対 1 で丁寧に学生の学習

相談に応じていく形がいかに重要であるかを再確認すると同時に、そこにどのような限界が

あるのかについても考えさせられました。様々な情報科学技術や AI が発展する中にあって、

未来に向けた学習支援とはどうあるべきか、私たちは何のために、そして誰のために学習支

援を行っているのかを問われたように感じています。 

まだまだ、十分な挑戦と成果を成し得たとは言い難いですが、当センターの目指す「とも

そだち」の理念の重要性と普遍性を実感として確認できた面もありました。大きな挑戦の中

で、SLA たちそれぞれがアイディアを出し合いながら、協働してセンターの活動を支えてくれ

ました。そして、そのような SLA たちの能力を存分に発揮できる環境醸成とマネジメントへ

の責任を痛感した一年でもありました。 

2021 年度も、学内外の多くの皆様に支えられてセンターの活動が遂行できました。また、

何よりも SLA として活動してくれている多くの学生たちと、センターの運営を支えてくれた

スタッフのおかげにより、充実した学習支援活動ができました。末筆となりましたが、関係

者の皆様に感謝をお伝えすると共に、引き続き、ご支援・ご協力の程、宜しくお願い致しま

す。 

（佐藤 智子） 
 

 

学習支援センター（SLA サポート）年次活動報告書 －2021 年度－ 
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＝編集後記＝ 

 

『学習支援センター（SLA サポート）年次活動報告書』第 8 号も、ようやく刊行の運びとな

りました。2021 年度は、前年より続く新型コロナウィルス感染症拡大の影響を受け、あらゆ

る状況・あらゆる場面で制限と変革を迫られてきました。当センターの学習支援活動におい

ては、オンラインという手段を単なる「暫定的な対面支援の代替」としてではなく、新たな

可能性を拡張し得るものと捉え、挑戦を続けてまいりました。 

そして 2021 年度は、私たちの日常生活の中にあった「当たり前」が大きく覆された 2020

年度を振り返りつつも、未来に向けて、改めて「大学における学習支援とはどうあるべき

か」を熟考する契機を得た年にもなりました。相談窓口を開設し 1 対 1 で丁寧に学生の学習

相談に応じていく形がいかに重要であるかを再確認すると同時に、そこにどのような限界が

あるのかについても考えさせられました。様々な情報科学技術や AI が発展する中にあって、

未来に向けた学習支援とはどうあるべきか、私たちは何のために、そして誰のために学習支

援を行っているのかを問われたように感じています。 

まだまだ、十分な挑戦と成果を成し得たとは言い難いですが、当センターの目指す「とも

そだち」の理念の重要性と普遍性を実感として確認できた面もありました。大きな挑戦の中

で、SLA たちそれぞれがアイディアを出し合いながら、協働してセンターの活動を支えてくれ

ました。そして、そのような SLA たちの能力を存分に発揮できる環境醸成とマネジメントへ

の責任を痛感した一年でもありました。 

2021 年度も、学内外の多くの皆様に支えられてセンターの活動が遂行できました。また、

何よりも SLA として活動してくれている多くの学生たちと、センターの運営を支えてくれた

スタッフのおかげにより、充実した学習支援活動ができました。末筆となりましたが、関係

者の皆様に感謝をお伝えすると共に、引き続き、ご支援・ご協力の程、宜しくお願い致しま

す。 

（佐藤 智子） 
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